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※ 「不安に感じる犯罪」とは、自転車盗，車上ねらい，器物損壊等，侵入強盗，
侵入窃盗，住居侵入，強制性交等，強制わいせつの８罪種です。

県警では，年末に発生が懸念される強盗，
ひったくり等の街頭犯罪や空き巣，特殊詐
欺等を抑止するため，各種活動を強化して
います。
犯罪被害を防止する上で有用な情報につ

いては，広島県警察安全安心アプリ「オト
モポリス」やメールマガジン等により迅速
に発信しますので，これらの情報を確認し
て自主防犯意識を高めましょう。
また，ご自身や周囲の方が犯罪の被害に

遭わないよう，各自が自分でできる防犯対
策を講じて，安全安心な年末年始を迎えま
しょう。

ちょっと教えて！！

犯罪情報官
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特殊詐欺の被害状況（オレオレ詐欺・架空料金請求詐欺など）

特殊詐欺

認知件数
被害額

前年同期比 前年同期比

203件 ＋15件 約6億3,956万円 ＋約1億7,825万円

目標（～R７）年間２億円以下

年末における犯罪抑止活動の推進

まちの ボランティア

【広】阿賀地区安全会議

阿賀地区安全会議は，子どもや高齢者を狙っ

た犯罪が増える中，呉市阿賀地区で地域安全活

動を行っていた17団体により，平成17年２月，

安全な町づくりのために団結する目的で設立さ

れました。

17周年を迎えた本年

は，ミニ安全大会を開

催して，防犯広報活動

の充実を図るなど，地

域の安全安心を守る活

動を続けています。

【三次】青少年育成三次市民会議

青少年育成三次市民会議は，昭和53年に発足

し，744名の会員で活動しています。

平成19年からは，通学路を中心に週２回の青

色防犯パトロール活動に取り組んでいます。

本年開催された「減らそう犯罪」三次地域安

全運動推進大会では，

青パトキャラバン隊

として参加し，三次

市全体の防犯の気運

を高めるなど，幅広

く活動しています。



11月29日，県庁東館大会議室において，委員等

28名出席のもと，第21回広島県「減らそう犯罪」

推進会議を開催しました。

会議では，警察本部から「広島県内の犯罪情勢」

について説明後，「『減らそう犯罪』第５期ひろ

しまアクション・プランの進捗状況や来年の取組

方向」及び「防犯指針（最終案）」について審議

を行い，全会一致で承認されました。

第21回広島県「減らそう犯罪」推進会議の開催

今すぐアクセス！県警ホームページはこちら⇨https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/police

「減らそう犯罪」
第５期ひろしまアクション・プラン
令和３(２０２１)年～令和７(２０２５)年

住む人 来る人 誰もが
日本一の安全安心を実感できる広島県の実現運動目標

重点項目

● 不安に感じる犯罪の抑止
● 子供・女性・高齢者等の安全確保
● 特殊詐欺被害の抑止
● インターネット利用犯罪被害の防止

オトモポリスのダウンロードは
こちらから

59,000
ダウンロード！

App Store Google Play

１ 特殊詐欺被害の抑止
〇 多様な主体による特殊詐欺被害の抑止対策の推進

２ 子供・女性・高齢者等の安全確保
〇 事業者による「ながら見守り」の推進など防犯
ＣＳＲ活動の促進

〇 地域ぐるみで子供・女性・高齢者等を犯罪から
守る環境の構築と取組の強化

３ 不安に感じる犯罪の抑止
〇 自転車盗などの不安に感じる犯罪に関する効果
的な情報発信

〇 ガイドラインに基づく防犯カメラの設置促進

４ インターネット利用犯罪被害の防止
〇 サイバー犯罪への抵抗力の強化
〇 スマートフォン等のフィルタリングの利用促進

１ 子ども，高齢者，女性その他の特に防犯上の
配慮を要する者の安全確保に関する防犯指針

２ インターネットの安全利用に関する防犯指針

３ 道路，公園，駐車場及び駐輪場に関する防犯
指針

４ 住宅の用に供する建築物に関する防犯指針

主な発言

池田委員（広島県金融機関防犯組合組合長）

増加傾向にある特殊詐欺対策について，

窓口における積極的な声掛けによる水際阻

止や，警察と連携したＡＴＭでの一斉キャ

ンペーンなど，創意工夫を凝らした活動を

行っている。今後も，さらなる特殊詐欺被害対策を推進

してまいりたい。

「五日市中央学区防犯協力会」石田会長

長期に渡り活動してきた功績が認められ

「令和４年安全安心なまちづくり関係功労

者内閣総理大臣表彰」を受賞することがで

きた。これからも当会一丸となって，住民

が安全で安心して暮らせる町づくりを目指し活動を継続

してまいりたい。

遠原委員(福山大学)

２つの防犯ボランティア団体に所属し，

地元の小学生に対する地域安全マップ作成

指導や，サイバーパトロール，サイバー犯

罪被害防止のための広報啓発活動を行って

いる。子供達や地域の皆さんが，適切な防犯意識を持ち

自ら身を守ることの出来る地域の実現を願っている。

今後も積極的な活動を行い犯罪の抑制に貢献したい。

※会議資料や発言要録は，後日，県警
ホームページに掲載します。


